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消費者庁　新未来創造戦略本部の取組〔第21回〕

加
に
対
応
で
き
る
取
組
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

本
調
査
の
概
要

　
消
費
者
庁
新
未
来
創
造
戦
略
本
部
国
際
消
費

者
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
で
取
り
組
ん
で
い
る「
高

齢
者
の
認
知
機
能
障
害
に
応
じ
た
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
と
対
応
策
の
検
討
に
関
す
る
研
究
」で
は
、

Ｍ
Ｃ
Ｉ
や
認
知
症
の
高
齢
者
に
お
け
る
消
費
者

被
害
の
実
態
と
そ
の
背
景
要
因
を
明
ら
か
に
し
、

医
療
福
祉
関
係
者
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
地
域
連

携
体
制
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、医
療
福
祉
関
係
者
を
対
象
と
し
た
調
査
を
実

施
し
た
。本
稿
で
は
調
査
の
結
果
や
考
察
を
ま
と

め
た
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
・
レ
ポ
ー
ト（
２
０
２
５
年

６
月
公
表
）の
内
容
に
つ
い
て
一
部
抜
粋
し
て
紹

介
す
る
。

本
調
査
の
対
象
者

　
本
研
究
で
は
、日
本
老
年
行
動
科
学
会
、日
本

認
知
症
ケ
ア
学
会
、日
本
老
年
精
神
医
学
会
、日

本
在
宅
医
療
連
合
学
会
、及
び
日
本
認
知
症
学
会

等
の
会
員
で
あ
る
医
療
福
祉
関
係
者
５
０
０
名
に

対
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、消
費
者
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
が

あ
る
、あ
る
い
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
人
を
対
応（
診

療
）し
た
経
験
が
あ
る
か
、あ
る
場
合
は
そ
の
事
例

に
つ
い
て
、被
害
の
内
容
に
加
え
て
、患
者
が
ど
の

よ
う
な
症
状
で
あ
っ
た
か
等
に
つ
い
て
回
答
し
て
も

ら
っ
た
。

　

調
査
対
象
者
の
職
種
は
、
医
師
が
51
・
４
％

（
２
５
７
人
）、
看
護
師
が
13
・
２
％
（
66
人
）、

社
会
福
祉
士
が
10
・
８
％
（
54
人
）、
介
護
支
援

専
門
員
が
８・６
％
（
43
人
）の
順
で
多
か
っ
た
。

そ
の
他
に
も
薬
剤
師
や
栄
養
士
、介
護
福
祉
士
な

ど
幅
広
い
職
種
の
人
に
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。

　
ま
た
、医
師
に
対
し
て
追
加
で
主
た
る
診
療
科

に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
神
経
内
科
が

34
・
６
％
（
89
人
）、精
神
科
が
21
・
０
％
（
54
人
）

の
順
で
多
か
っ
た
。

本
調
査
の
結
果

―
医
療
福
祉
関
係
者
の
対
応
経
験
の
有
無
―

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
消
費
者
被
害
に

遭
っ
た（
疑
い
含
む
）人
の
対
応
経
験
に
つ
い
て
は
、

43
・
０
％
（
２
１
５
人
）が
経
験
あ
り
と
回
答
し

た
。ま
た
、経
験
あ
り
と
回
答
し
た
人
の
う
ち
65
・

１
％
（
１
４
０
人
）に
つ
い
て
は
、
直
近
５
年
間

に
２
件
以
上
対
応
経
験
あ
り
と
回
答
し
た
。さ
ら

に
、同
じ
く
経
験
あ
り
と
回
答
し
た
人
の
77
・
７
％

（
１
６
７
人
）が
助
言
や
介
入
を
行
っ
て
い
る
と
回

答（
図
1
）し
て
お
り
、対
応
を
経
験
し
た
医
療
福

祉
関
係
者
の
多
く
が
何
ら
か
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、認

知
機
能
障
害
に
応
じ
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
し

て
医
療
福
祉
関
係
者
と
の
連
携
が
有
効
で
あ
る
と

推
察
さ
れ
た
。

は
じ
め
に

　
現
在
の
日
本
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、超

高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
。２
０
２
４
年
10
月
１

日
時
点
の
65
歳
以
上
人
口
は
３
６
２
４
万
人
と
な

り
、総
人
口
に
占
め
る
割
合（
高
齢
化
率
）は
29
・

３
％
と
な
っ
て
い
る
。今
後
も
総
人
口
が
減
少
す
る

中
で
65
歳
以
上
の
人
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
高

齢
化
率
は
上
昇
を
続
け
、２
０
３
７
年
に
は
33
・

３
％
で
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
り
、２
０
７
０

年
に
は
38
・
７
％
に
達
し
て
、国
民
の
約
2
・
６

人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
人
と
な
る
社
会
が
到
来

す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。他
方
で
、65
歳
以
上
の

高
齢
者
に
関
す
る
消
費
生
活
相
談
件
数
の
推
移
を

み
る
と
、２
０
１
８
年（
約
35
・
８
万
件
）を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
て
い
た
が
、２
０
２
１
年（
25
・
５
万

件
）以
降
徐
々
に
増
加
し
て
お
り
２
０
２
４
年
に

は
29
・
８
万
件
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、相
談
全
体

に
占
め
る
高
齢
者
に
関
す
る
相
談
件
数
の
割
合
も

２
０
２
２
年（
29
・
７
％
）以
降
増
加
傾
向
に
あ
り

（
２
０
２
４
年
33
・
１
％
）、今
後
高
齢
化
率
が
さ

ら
に
上
昇
し
て
い
く
こ
と
に
伴
っ
て
高
齢
者
か
ら
の

相
談
割
合
も
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、２
０
２
２
年
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

に
お
け
る
認
知
症
の
有
病
者
数
は
約
４
４
３
万

人
、Ｍ
Ｃ
Ｉ（
※
１
）の
有
病
者
数
は
約
５
５
８
万

人
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
２
０
５
０
年
に
は
約

５
８
６
万
人
が
認
知
症
に
、約
６
３
１
万
人
が
Ｍ

Ｃ
Ｉ
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。以
上
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、高
齢
化
に
伴
う
認
知
症
患
者
の
増

「
高
齢
者
の
認
知
機
能
障
害
に
応
じ
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
と

対
応
策
の
検
討
に
関​

す
る
研
究
」に
関
す
る
報
告
書
に
つ
い
て

消
費
者
庁
新
未
来
創
造
戦
略
本
部　

秋
森
　
三
千
可
（
あ
き
も
り
・
み
ち
か
）

※1	 軽度認知障害（Mild Cognitive Impairment）の略称。もの忘れなどの軽度認知機能障害が認められるが、日常生活は自立しているため、
認知症とは診断されない状態。
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し
て
い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た（
76・９
％
、30
人
）。

ま
た
、Ｍ
Ｃ
Ｉ
当
事
者
を
含
む
認
知
機
能
の
低
下

の
程
度
が
軽
度
の
人
は
、
自
立
し
て
生
活
し
て
い

る
場
合
も
多
く
、家
族
や
支
援
者
に
よ
る
見
守
り

が
届
き
に
く
い
た
め
、こ
れ
ら
の
周
囲
の
人
も
被
害

に
気
が
つ
き
に
く
い
傾
向
が
あ
る
。

　
本
人
に
自
覚
が
な
い
上
に
周
囲
の
人
も
気
が
つ

き
に
く
い
状
況
で
は
、同
様
の
被
害
が
繰
り
返
さ

れ
る
な
ど
、被
害
が
深
刻
化
す
る
可
能
性
が
高
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、医
療
福
祉
関
係
者
を
含
む

周
囲
の
支
援
や
見
守
り
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
の

重
要
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

―
医
療
福
祉
関
係
者
と
関
係
機
関
の
連
携
―

　
ま
た
、本
調
査
で
は
、医
療
福
祉
関
係
者
が
消

費
者
被
害
に
遭
っ
た
人
を
対
応（
診
療
）し
た
際

の
連
携
の
有
無
や
最
初
の
連
携
先
に
つ
い
て
も
回

答
を
求
め
た
。「
連
携
は
し
な
か
っ
た
」と
回
答
し

た
の
は
２
０
８
人
中
44
人（
21
・
２
％
）で
、「
連

携
し
た
」と
回
答
し
た
人
の
連
携
先
と
し
て
は
、最

も
多
か
っ
た
家
族
に
次
い
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、次
い
で
同
率
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、警
察

と
い
う
結
果
と
な
っ
た（
表
2
）。こ
の
結
果
か
ら
、

現
状
で
は
家
族
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
経

由
し
た
連
携
が
自
然
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
誌
面
の
都
合
上
、Ｍ
Ｃ
Ｉ
当
事
者
の

消
費
者
被
害
の
遭
い
や
す
さ
や
傾
向
に
焦
点
を
あ

て
、
周
囲
の
見
守
り
体
制
の
重
要
性
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
・
レ
ポ
ー
ト
で
は
医
療

福
祉
現
場
の
現
状
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
う
え
で
、

認
知
機
能
障
害
を
も
つ
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
体

制
や
、医
療
福
祉
関
係
者
を
含
め
た
地
域
連
携
体

制
の
課
題
や
重
要
性
な
ど
新
た
な
視
点
で
気
づ
き

を
得
ら
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。プ
ロ
グ
レ
ッ
シ

ブ
・
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、消
費
者
庁
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（
※
3
）で
も
公
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、ぜ
ひ
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。な
お
、本
稿
に
お
け
る
意
見
に

わ
た
る
部
分
は
筆
者
の
個
人
的
意
見
で
あ
る
。

―
Ｍ
Ｃ
Ｉ
当
事
者
の
被
害
の
傾
向
と
考
察
―

　
こ
れ
ら
の
回
答
の
中
で
も
、Ｍ
Ｃ
Ｉ
や
軽
度
認

知
症
の
段
階
で
の
被
害
件
数
が
多
く
報
告
さ
れ
て

お
り
、認
知
機
能
障
害
が
比
較
的
軽
度
の
段
階
で
、

詐
欺
や
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
。特
に
、判
断
力
の
低
下
・
記
憶

障
害
・
実
行
機
能
障
害（
※
2
）と
い
っ
た
特
定
の

認
知
機
能
障
害
が
被
害
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
た
。（
表
1
）

　
ま
た
、Ｍ
Ｃ
Ｉ
当
事
者
で
は
、訪
問
勧
誘
・
電

話
勧
誘
や
、相
手
方
と
対
面
で
の
や
り
と
り
が
想

定
さ
れ
る
住
宅
修
理
な
ど
の「
対
人
接
触
型
の
販

売
手
法
」に
よ
る
被
害
が
多
く
見
ら
れ
た
。　

　
本
調
査
の
結
果
か
ら
、Ｍ
Ｃ
Ｉ
当
事
者
は
、一

般
の
高
齢
者
と
同
様
の
消
費
行
動
を
と
り
な
が
ら

も
、軽
度
の
判
断
力
の
低
下
・
記
憶
障
害
・
実
行

機
能
障
害
が
あ
る
た
め
、契
約
の
意
図
や
内
容
を

正
確
に
把
握
で
き
な
い
ま
ま
取
引
に
至
る
リ
ス
ク

が
高
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。　
　

　
―
見
守
り
体
制
の
重
要
性
―

　
本
調
査
の
結
果
で
は
、ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
Ｍ
Ｃ

Ｉ
当
事
者
の
ほ
と
ん
ど
は
被
害
に
遭
っ
た
と
認
識

※2	 目的を達成するための手段を考えたり、状況に応じて自分の行動を変更したりすることが難しくなる状態を指す。
※3	 消費者庁ウェブサイトhttps://www.caa.go.jp/policies/future/icprc/research_003/

n (%)
消費生活センター 21 10.1
地域包括支援センター 37 17.8
警察 21 10.1
家族（親族） 59 28.4
成年後見人 3 1.4
連携はしなかった 44 21.2
その他 23 11.1
有効回答数 208 100

表2	 連携の有無と最初の連携先

n (%)
注意障害 67 32.2
見当識障害 80 38.5
記憶障害 142 68.3
実行機能障害 99 47.6
判断力の低下 159 76.4
言語障害（失語） 3 1.4
失行 6 2.9
失認 6 2.9
認知機能障害なし 3 1.4
不明 19 9.1
その他 2 1
有効回答数 208 100

表1	 被害に遭った（疑いを含む）人の認知機能障害
        （複数回答）

図1  積極的な助言や介入の経験

ある
77.7％

ない
17.7％

その他
4.7％


